
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medloal 　and 　Pharmaoeutloal 　Soolety 　for 　WAKAN −YAKU

1 − C − 14

　　　　十全大補湯 、 構成生薬水抽出エ キス の

　　　　Na
，
K −ATPase お よび H

，
K−ATPase活性 に

　　　　お よ ぼす影響
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【目的】十 全 大補 湯 は 10種類 の 生薬 で 構成 され 、 疲 労 回復促 進 、 強 壮 作 用 、

免疫賦活化作用 、 抗癌作用等が ある とい われ て い る 。 演者等は 、 漢方方剤お

よ び 生薬 の 生体 に対 す る作用 に つ い て 科学 的解明 を試み て い るが
1 ．3）

、 今 回

は
．
卜全大補湯 、 構成生薬 お よび 含有物 質の 細胞膜酵 素 Na，

　K−ATPase（ナ トリ

ウ ム ポ ン プ）に 対 す る 影響お よ び作 用機 構に つ い て 検 討 した 。 また 、 胃粘膜

の 壁細胞 に存在 して プ ロ トン ポ ン プの 役割 を担 うH，K−ATPase活性 に 対す る影

響 も調べ た の で 、 Na，　K−ATPaseの 結果 とあ わせ て 報 告す る 。

【方法】Na，
　K−ATPaseは ウ マ 腎臓 よ り、 H

，
　K−ATPaseは ブ タ胃粘膜 よ り精製 し

た 。 生 薬 エ キ ス は 、生薬 に 12倍 量 の 精 製 水 を加 え、 100℃ で 60分 間 抽 出 し、

抽 出液を減圧下で 1／5〜1／6に濃縮 し 、 噴霧乾燥 して 得た 。
こ の エ キス をDMSO

に溶解 し、Na，
　K− ATPaseとH

，
　K−ATPase活性測 定反 応液 に 加 え 、 酵 素活性 に 対

する 影響を調べ た 。

【結果】 ｛
一
全 大補湯 はNa，　K−ATPase活 性 を阻 害 し、50％活性 阻害量 （1，。値）は

180 μg／m1 で あ っ た 。 構成 生 薬 で ある桂皮 、芍薬 、 蒼朮、 1†草 、 茯苓の 1， 。 値

は 、それ ぞ れ 1．2、5．4、 50．2、 230、 360   ／ml で あっ た 。 人参 、 地黄 、 当帰 、

黄耆 、川葛はNa
，

　K−ATPase活 性 に影響 しな か っ た 。
　H，

　K−ATPase活性 に 対 して

は 、 1’全 大補 湯 の L 。値 は 175 μg／ml で あ っ た 。 甘草 、 桂皮 、 茯苓 は比較 的強

く阻 害 し、1 ， 。値 は各 々 45．2 、 50．1 、 57．3   ／m1 で あ っ た
。 蒼朮、川 弓 、芍

薬 、 当帰 、 地 黄の 1，。値は 各々 92、140、 180、235、235   ／ml で あ り、人参、

黄耆は活性阻害作用 を示 さなか っ た 。

【考察 ・結論 】 f全 大補 湯の 構成 生 薬 は 、 Na ，K−ATPase活性 を強 く阻害 し 、

中で も桂皮 と芍薬の 阻害作用 は 強か っ た 。 こ れ らの 生 薬の 酵素活性 阻害機構

の 解明 、阻害物質の 同定が 必要で あ る 。 H
，
　K−ATPaseに つ い て は 比較的強 い 阻

害作 用 を示 した甘草 、 桂皮 、 茯苓 の 活性 阻害機構等 に つ い て 検 討す る 予定 で

あ る 。
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